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高校生への一言：少年老いやすく学なりがたし． 

どんどん技術が発展していきますが，若いときにこそ基礎をしっかり学んでください． 

 

大学での担当科目：情報伝送論，ディジタル信号処理 

 

大学院での担当科目： 

 

所属学会： 米国電気電子学会，電子情報通信学会，計測自動制御学会，情報処理学会，電気学会，

システム情報制御学会 

 

 

１．研究概要 

ICT（情報通信技術）の発展により，さまざまな大量のデータが入手できる時代となっています．その大量のデータ

から役に立つ情報を抽出したり，データの基づき将来の値を推定する技術を開発しています．簡単な例として，デ

ータの組(x,y)が複数観測できたとしましょう．これらのデータをプロットすると以下の左図になったとします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

データの y は x の二次関数にノイズが付加されたものとモデル化し，最も適切な y=f(x) を求め赤線で示したの

が右図です．いったんこのような関係が明らかにできれば，新しいデータｘに対する値 y を予測することができ

ます． 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例（実績も含む） 

携帯電話の発展の歴史 

数学の利用の仕方 

顔写真 

幅  ： 35mm 

高さ：40mm 


